
▲乗客で賑わう新冠駅（昭和 40 年代）

　当時、新冠駅の乗客数は１日平均

800 人。新冠には高校がないため、列

車を利用し高校生が隣町の学校に通っ

ていた。

明治２５年　　北海道炭鉱鉄道が苫小牧に停車場をつくる。

明治４４年　　苫小牧～鵡川間に、木残運送のための王子製紙

　　　　　　　㈱専用軌道が敷設される。

大正　２年　　苫小牧軽便鉄道㈱が設立、一般営業路線となり、

　　　　　　　乗客が利用するようになる。これが日高線の開

　　　　　　　業となる。

大正１１年　　佐瑠太（現富川）～浦河間の鉄道建設許可が下

　　　　　　　りる。

大正１２年　　日高拓殖鉄道㈱が設立。

大正１３年　　日高拓殖鉄道㈱の佐瑠太～厚賀間が開通する。

大正１５年　　日高拓殖鉄道㈱の厚賀～静内間が開通する。こ

　　　　　　　の時、「高江駅（後の新冠駅）」「節婦駅」が設置

　　　　　　　され、新冠に初めて鉄道が開通する。

昭和　２年　　苫小牧軽便鉄道㈱（苫小牧～佐瑠太）、日高拓殖鉄

　　　　　　　　道㈱（佐瑠太～静内間）が国有化され、国鉄が１

　　　　　　　本化して管理する。「日高線」として運用される。

昭和　８年　　静内～三石間まで延伸され、日高線が様似まで

　　　　　　　延長することが計画される。

昭和１０年　　三石～浦河間が開通する。

昭和１２年　　浦河～様似間が開通し日高線が全線開通となる。

昭和１８年　　鵡川からの「富内線」分岐のため、日高線が「日

　　　　　　　高本線」と改称される。

昭和２３年　　高江駅が「新冠駅」と改称される。

昭和２８年　　日高本線でディーゼルカーが初めて運用される。

昭和３３年　　「大狩部駅」が新設される。

昭和４９年　　蒸気機関車の運用が廃止され、「さよなら運転」

　　　　　　　が実施される。

昭和５２年　　新冠駅、節婦駅の貨物取扱が廃止となる。節婦

　　　　　　　駅が無人化となる。

昭和５９年　　新冠駅が無人化となる。

昭和６２年　　国鉄民営化に伴い、ＪＲ北海道が発足する。日

　　　　　　　高本線はＪＲが継承、管理する。節婦駅が貨車

　　　　　　　を利用した駅舎となる。

平成　２年　　日高本線の全線がワンマンカーによる運行となる。

平成１０年　　札幌～様似間で臨時快速「優駿浪漫」号が運転

　　　　　　　される。

平成１１年　　新冠駅が改築される。（現新冠駅）

平成１６年　　デュアルモード・ビークルの走行試験が実施さ

　　　　　　　れる。後に本格運用断念。

平成２７年　　１月の高潮のため、厚賀～大狩部間の路盤の土

　　　　　　　砂が流出し、鵡川～様似間が不通となり、代行

　　　　　　　バスが運行される。

平成２８年　　日高地方を襲った台風の影響により、日高本線

　　　　　　　の線路被害がさらに拡大する。

令和　２年　　日高本線（鵡川～様似間）の鉄道事業廃止につ

　　　　　　　いて、同意及び覚書が締結される。

令和　３年　　４月１日、日高本線鵡川～様似間が廃止となる。

日高本線の歴史
history

写真で見る町の鉄道史

▲新冠川鉄橋を走る列車（昭和50年代）

　３両編成の気動車（ディーゼルカー）

が鉄道橋を駆け抜ける様子で国鉄時代

によく見られたなつかしい車両であ

る。

▲判官館のﾄﾝﾈﾙを駆ける列車（平成21年）

　ＪＲ日高本線（鵡川～様似間）が不

通となるまで、新冠海岸付近でカメラ

を構える「鉄道ファン」の姿がよく見

受けられた。
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～ なつかしの蒸気機関車 （ＳＬ） ～

判官館のトンネルを駆け抜ける
蒸気機関車 （Ｃ１１形）

（昭和 30 年代）

②ケ５００形

　苫小牧軽便鉄道㈱で使用

されていたもので、昭和２

年に鉄道省に買収された。

アメリカのポーター社製Ｃ

テンダ機関車。

①ケ５１０形

　日高拓殖鉄道㈱で使用

されていたもので、苫小

牧軽便鉄道㈱で愛用され

ていたポーター社製Ｃテ

ンダ機関車。（※）

⑥Ｃ１１形

　Ｃ56形の転出後に静内

機関区に11両配置された。

短距離のローカル線に適し

た標準型のタンク機関車。

この機関車が日高本線最後

のＳＬとなった。

⑤Ｃ５６形

　昭和９年にトップナン

バー５両が苫小牧機関区

に配置され、昭和 13 年に

静内機関区に配置された。

11～ 12 両が日高本線を運

行していた。

④Ｃ１２形

　昭和８年に５両配置さ

れた。簡易線用に製造さ

れたタンク機関車で、動

輪が小さく、除煙板がつ

いていない。

③８１００形

　昭和６年の改軌（線路

幅を変更）後に入線し、

アメリカのボールドウィ

ン社で明治 30 年以降に製

造されたテンダ機関車。
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